
 資料 1. 調査団員氏名、所属 

 

 ＜基本設計調査時＞ 
 吉田 徹 【総括】 外務省経済協力局 
   無償資金協力課 
 稲葉 淳一 【技術参与】 厚生労働省国立国際医療センター 
   国際医療協力局 
 中島 護 【業務主任/病院整備計画】 株式会社 日本ヘルスケアコンサルタンツ 
 鈴木 誠 【機材計画 I】 株式会社 日本ヘルスケアコンサルタンツ 
 中谷 浩三 【機材計画 II】 株式会社 日本ヘルスケアコンサルタンツ 
 染川 信行 【設備計画】 株式会社 日本設計 
 ギル 美佐 【調達計画/積算】 株式会社 日本ヘルスケアコンサルタンツ 
 高野 義治 【通訳/露語】 株式会社 日本ヘルスケアコンサルタンツ 
 
 

 ＜基本設計概要説明調査時＞ 
 稲葉 淳一 【団長/技術参与】 厚生労働省国立国際医療センター 
   国際医療協力局 
 武村 勝将 【計画管理】 国際協力事業団 
   無償資金協力部業務第二課 
 中島 護 【業務主任/病院整備計画】 株式会社 日本ヘルスケアコンサルタンツ 
 鈴木 誠 【機材計画 I】 株式会社 日本ヘルスケアコンサルタンツ 
 染川 信行 【設備計画】 株式会社 日本設計 
 高野 義治 【通訳/露語】 株式会社 日本ヘルスケアコンサルタンツ 



資料 2．調査行程 

＜基本設計調査行程＞ 

日数 月日 曜日 行  程 

1 1/13 日 成田(11:00)→フランクフルト(13:00)(LH711 便） 

2 1/14 月 フランクフルト(11:00)→アルマティ(23:40)(LH648 便) 

3 1/15 火 午前 在カザフスタン日本大使館表敬 

アルマティからシュケクへ移動（車による移動） 

午後 国際協力事業団駐在員事務所打合せ､財務省表敬 

4 1/16 水 午前 保健省表敬、協議 

午後 WHO 打合せ、ヒューマン･リプロダクションセンター調査 

5 1/17 木 午前 ヒューマン･リプロダクションセンター調査 

午後 ヒューマン･リプロダクションセンター調査 

6 1/18 金 午前 ドイツ調査団団長と打合せ 

   ビシュケクからナリンへ移動（車による移動） 

午後 ナリン州知事表敬､ナリン州立病院表敬､協議 

7 1/19 土 午前 ナリン州産科部門調査 

午後 ナリン州産科部門調査 

8 1/20 日 午前 アトヴァシ地区病院視察､ナリン州産科部門調査 

午後 ナリン州産科部門調査 

9 1/21 月 午前 ナリンポリクリニック(超音波診断装置)調査､ナリン州立病院(X 線部 

門､臨床検査部門)調査､ナリン州産科部門調査 

午後 ナリン州産科部門調査､ベースライン調査 

10 1/22 火 午前 ナリンからイシククルへ移動(車による移動) 

午後 イシククル病院協議 

11 1/23 水 午前 イシククル病院調査 

午後 イシククル病院調査･協議､ベースライン調査 

12 1/24 木 イシククルからビシュケへ移動(車による移動) 

13 1/25 金 午前 保健省調査中間報告､ヒューマン･リプロダクションセンター調査･ 

協議､調達市場価格調査 

午後 ヒューマン･リプロダクションセンター調査･協議､設備計画担当アル

マティへ移動(車による移動)､調達市場価格調査､ベースライン調査 

14 1/26 土 午前 調達市場価格調査､資料整理 

午後 調達市場価格調査､資料整理 

15 1/27 日 午前 資料整理､機材計画 II 担当アルマティへ移動)(車による移動) 

午後 ビシュケク救急センター視察､資料整理 

16 1/28 月 午前 保健省打合せ､ヒューマン･リプロダクションセンター打合せ､技術 

参与日本大使館表敬､調達計画担当者アルマティへ移動(車による 

移動) 

午後 技術参与現地着､JICA 事務所にて打合せ､調達市場価格調査 

   (アルマティ) 

17 1/29 火 午前 保健省協議､財務省表敬 

午後 ヒューマン･リプロダクション協議･調査､スイス赤十字打合せ､UNFPA

打合せ､団内協議 

18 1/30 水 午前 第 4産婦人科病院視察､第 2産婦人科病院視察 

午後 保健省打合せ､ヒューマンリプロダクション協議､ベースライン調査 

19 1/31 木 ビシュケクからイシククルへ移(車による移動)､イシクル病院表敬 



日数 月日 曜日 行  程 

20 2/ 1 金 午前 イシククル対象施設･機材調査 

午後 イシククル要請機材協議､ベースライン調査 

21 2/ 2 土 イシククル対象施設ベースライン調査､資料整理 

22 2/ 3 日 団長現地着､技術参与､業務主任､機材計画 I､通訳イシククルからビシュケク

へ移動､団内打合せ 

23 2/ 4 月 午前 保健省表敬･協議､財務省表敬 

午後 ヒューマン･リプロダクションセンター調査･協議､第 4 産婦人科病院 

視察､スイス赤十字打合せ 

24 2/ 5 火 午前 ミニッツ団内協議 

午後 世銀打合せ､ミニッツ団内協議 

25 2/ 6 水 ミニッツ協議 

26 2/ 7 木 午前 ミニッツ署名 

午後 官団員ビシュケクからアルマティへ移動､官団員日本大使館にて調査

結果報告､ヒューマン･リプロダクションセンター機材打合せ､ベース

ライン調査 

27 2/ 8 金 ヒューマン･リプロダクションセンター機材打合せ､ベースライン調査 

28 2/ 9 土 テクニカルメモランダム協議､ベースライン調査 

29 2/10 日 資料整理 

30 2/11 月 午前 テクニカルメモランダム署名 

午後 ビシュケクからアルマティ移動､日本大使館報告 

31 2/12 火 アルマティ(4:15)→フランクフルト(6:25)(LH647)､フランクフルト(13:20) 

(LH710)→ 

32 2/13 水 成田着(8:30) 

 



＜基本設計概要説明調査行程＞ 

日数 月日 曜日 行  程 

1 5/11 土 成田→フランクフル(LH711 便） 

2 5/12 日 フランクフルト→ (LH648 便) 

3 5/13 月 →アルマティ 

午前 在カザフスタン日本大使館表敬 

アルマティからシュケクへ移動（車による移動） 

午後 国際協力事業団駐在員事務所打合せ、財務省表敬 

4 5/14 火 午前 保健省表敬・協議、ヒューマン･リプロダクションセンター基本設計 

概要説明 

午後 ヒューマン･リプロダクションセンター協議、保健省協議 

5 5/15 水 ビシュケクからタラスへ移動（車による移動） 

午後 タラス州立統合病院表敬・協議 

6 5/16 木 タラス州立統合病院産婦人科対象施設調査・協議 

7 5/17 金 タラス州立統合病院産婦人科対象施設調査・協議 

8 5/18 土 タラス州立統合病院産婦人科対象施設調査・協議 

9 5/19 日 タラスからビシュケクへ移動（車による移動） 

10 5/20 月 ビシュケクからナリンへ移動(車による移動) 

午後 ナリン州立統合病院表敬・協議 

11 5/21 火 ナリン州立統合病院産婦人科基本設計概要説明・協議 

対象施設調査 

12 5/22 水 ナリンからビシュケクへ移動(車による移動) 

13 5/23 木 午前 ヒューマン･リプロダクションセンターでの協議・調査、 

保健省との協議 

午後 スイス赤十字との協議、KWF との協議、財務省との協議 

14 5/24 金 午前 ヒューマン･リプロダクションセンターでの協議 

午後 財務省・保健省・調査団三者協議 

15 5/25 土 午前 ミニッツ協議 

午後 第４産婦人科病院視察、国立小児病院視察 

16 5/26 日 資料整理 

17 5/27 月 午前 ミニッツ署名 

午後 官団員ビシュケクからアルマティへ移動(車による移動)、在カザフス

タン日本大使館にて基本設計概要協議結果中間報告 

   コンサルタント団員ビシュケクからカラコルへ移動(車による移動) 

18 5/28 火 官団員アルマティ→フランクフルト(LH647)､フランクフルト(LH710)→ 

コンサルタント団員イシククル州立統合病院にて基本設計概要説明、 

追加調査 

19 5/29 水 官団員成田着 

カラコルからビシュケクへ移動(車による移動)、機材代理店追加調査 

20 5/30 木 午前 ヒューマン・リプロダクションセンターにて機材仕様書案説明、 

   ヒューマンリプロダクションセンターの名称変更に係わる大統領令 

   の発令時期等について協議 

午後 保健省最にてイシククル州立統合病院基本設計概要説明結果報告 

21 5/31 金 ビシュケクからアルマティ移動、日本大使館報告 

22 6/ 1 土 アルマティ→フランクフルト(LH647)､フランクフルト(LH710)→ 

23 6/ 2 日 成田着 



 資料 3. 関係者（面会者）リスト 

 ＜基本設計調査時＞ 
 （１）キルギス国政府関係者 

 財務省 Dr. Sabyrbek A. Moldokulov 次官 

  Mr. Ulan Isabekov 国際部部長 

  Mr. Erkin T. Omorov 海外協力局長 

 保健省 Dr. Tilek S. Meimanaliev 保健大臣 

  Dr. Marat Avalovich Mambetov 保健改革部部長 

  Dr. Boris I. Dimitrov M.D. 国際部部長 

 ヒューマン・リプロダ Dra. Aigul A. Kangeldieva 院長 

 クションセンター Dra. Natalya A. Berillo 副院長 

  Dra. Anara Kudaiberdieva 産婦人科部長 

  Dr. Arstanbek Atykanov 臨床検査部長 

  Dr. Sagyn Kabylov 婦人科外科部長 

  Dr. Oksana Medavina 産科部長 

  Dr. Medet Osmonaliev ICU 部長 

 WHO 事務所 Mr. Oskon Moldokulov 運営管理補佐 

 世銀 Mr. Mohinder S. Mudahar ﾁｰﾌﾚｼﾃﾞﾝﾄﾐｯｼｮﾝ 

  Ms. Dinara Djoldosheva ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｵﾌｨｻｰ 

 アヴァンコ Mr. Vladimir Titov 社長 

  Mr. Bajutkin Nikokai 副社長 

 ナリン州庁 Mr. Askar M. Salymbekov ﾅﾘﾝ州知事 

 ナリン州立病院 Dr. Atbaev Murat 院長 

  Dr. Kalmambetova Anara 副院長 

  Dr. Kukeeva Aijan ﾅﾘﾝ州立病院産婦人科部長 

  Dr. Umetova Begaim 産婦人科ﾁｰﾌ 

 アドヴァシ地区病院 Dr. Zhumabubu Z. Kydyralieva 副院長 

 イシククル州立病院 Dr. Saalieva Damira 院長 

  Dr. Buguehiev Jaken ｺﾝﾌﾟﾚｯｸｽ No.2 ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

 UNFPA Dr. Alexander Ilyin UNFPA ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｵﾌｨｻｰ 

  Ms. Gulnara Kadyrkulova UNFPA ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

 スイス赤十字 Mr. Tobias Schuth ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

  Ms. Acelle Salgaldakova ﾍﾙｽｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

 ドイツ調査団 Dr. Reinhard Koppenleitner 団長 

  Dr. Joachim Schmidt 調査団員 

  Mr. Dieter Beimdiek 調査団員 



（２）日本国政府関係者 

保坂 雅之 【一等書記官】 在カザフスタン日本国大使館 
渡辺 英人 【理事官】 在カザフスタン日本国大使館 
石井 潔  【所長】 国際協力事業団キルギス駐在員事務所 

 
＜基本設計概要説明調査時＞ 
 （１）キルギス国政府関係者 

 財務省 Mr. Bolot Ye. Abildaev 財務大臣 

  Mr. Sabyrbek A. Moldokulov 次官 

  Mr. Uchkunbek A. Tashbaev 国際部部長 

  Mr. Ulan Isabekov 海外協力局長 

  Ms. Zabirova L.N. 医療部ﾁｰﾌ 

  Miss. Yusupova M.R. 国際部統計担当 

 保健省 Dr. Tilek S. Meimanaliev 保健大臣 

  Dr. Guljigit K. Aaliev 次官 

  Dr. Marat Avalovich Mambetov 保健改革部部長 

  Dr. Boris I. Dimitrov M.D. 国際部部長 

 ヒューマン・リプロダ Dra. Aigul A. Kangeldieva 院長 

 クションセンター Dra. Natalya A. Berillo 副院長 

  Dr. Arstanbek Atykanov 臨床検査部長 

  Dr. Medet Osmonaliev ICU 部長 

 アヴァンコ Mr. Vladimir Titov 社長 

  Mr. Bajutkin Nikokai 副社長 

 ナリン州立病院 Dr. Atbaev Murat 院長 

  Dr. Kalmambetova Anara 副院長 

  Dr. Kukeeva Aijan ﾅﾘﾝ州立病院産婦人科部長 

  Dr. Abdygarieva Nurjan 婦人科ﾁｰﾌ 

  Dr. Baiborieva Gulya 臨床検査部門ﾁｰﾌ 

 タラス州立病院 Dr. Myrzakanov Nurjan 院長 

  Dr. Sarnogoev Esen 副院長 

  Dr. Baigaraev Rustam 副院長 

  Dr. Dr. Arzykulova Burma 産科部長 

  Dr. Jumaliev Aichurok 婦人科部長 

  Dr. Aidaraliev Rahat 産科部門ﾁｰﾌ 

  Dr. Ukuev Kyiyal ICU ﾁｰﾌ 

  Ms. Kudaibergenova Kuku 婦長 



  Dr. Chynaliev Rasul 中央診療部門ﾁｰﾌ 

  Dr. Kochmuratova Gulya 臨床検査部門ﾁｰﾌ 

 イシククル州立病院 Dr. Saalieva Damira 院長 

  Dr. Buguehiev Jaken ｺﾝﾌﾟﾚｯｸｽ No.2 ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

 ドイツ KFW Ms. Katarina Grefield ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 

 スイス赤十字 Mr. Tobias Schuth ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

 

 （２）日本国政府関係者 
徳永 博基 【参事官】 在カザフスタン日本国大使館 
渡辺 英人 【理事官】 在カザフスタン日本国大使館 
川越 はるよ 【医務官】 在カザフスタン日本国大使館 
石井 潔  【所長】 国際協力事業団キルギス駐在員事務所 
伊藤 一郎   【青年海外協力隊調整員】 国際協力事業団キルギス駐在員事務所 
山中 美子 【企画調査員】 国際協力事業団キルギス駐在員事務所 
駒走 由美 【調整員】 国際協力事業団キルギス駐在員事務所 
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